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論文内容の要旨
本論文は、筆者が大阪大学大学院工学研究科(通信工学専攻)在学中に行った、アダプティプアレイアンテナを用
いた符号分割多元接続無線通信方式に関する研究をまとめたもので 6 章より構成されている。
第 1 章は序論であり、本研究の背景となる陸上移動体通信システムの現状と問題点を述べ、次世代のセルラシステ
ムへ向けた本研究の位置付けを明確にした。
第 2 章では、アダプティブアレイアンテナおよび DS/CDMA (Direct Sequence/ Code Division Multiple Acｭ
cess) 方式の原理について述べ、アダプティブアレイアンテナを DS/CDMA 方式に適応した場合におけるアンテナ
ウエイト(アンテナ重み係数)合成法およひ'マルチパスの最大比合成法について説明を行い、従来方式のアダプティ
プアレイアンテナの構成および従来方式の問題点について述べた。また、従来方式の問題点を改善し、本研究を通し
用いられる遅延プロファイルを用いたビームフォミング法の原理についてフレーム効率とアンテナウェイト収束の観
点から説明した後に、 DS/CDMA 方式にアダプティプアレイアンテナを導入する際に達成すべき問題点をあげ、本
論文の目的を明確にした。
第 3 章では、フェージング発生の原理と空間相関について説明した。無線伝搬路をセルラシステムにおける基地局
および端末周辺の環境によって分類し、それぞれの場所において空間相関がどのような特性を示すかを考察した。ま
た、アダプティプアレイアンテナの動作を解析する意味で、ビームフォーミング(指向性制御)とダイパーシチ合成
の説明を行い、空間相関の観点からそれぞれの方法の特性を解析した。最後に従来のアダプティプアレイアンテナを
マクロセル上り回線に適用した場合の問題点について、到来角度幅と到来波数の観点から述べ、本研究が対象とする
問題点を具体化した。
第 4 章では、マクロセルシステムの上り回線のような到来角度差が狭い伝搬路環境において、到来マルチパス群に
対して一括にビームを形成し、 DS/CDMA 方式の Rake 受信器の動作と協調したビームフォーミング法として、マ
ルチパス群一括受信ビームフォーミング方式を提案した。ここでは、計算機シミュレーションを用い、マルチパスの
角度差をパラメータとし、従来方式の特性と比較することにより提案方式の有効性を示した。
第 5 章では、音声端末のような低ビットレート端末で構成される DS/CDMA セルラシステムに効果的に高速伝送
端末を導入し、到来波数が素子数よりも多い伝搬環境において効果的にアダプティプアレイアンテナを動作させ、指
向性パターン共有により大幅に演算量を低減する方式として、指向性パターン選択受信方式を提案した。ここでは、
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計算機シミュレーションを用い、無指向性およびセクタアンテナを用いたシステムとの比較を行うことにより提案方
式の有効性を示した。
第 6 章は結論であり、本研究で得られた結果の総括を行った。
論文審査の結果の要旨
本論文は、無線信号に対する空間信号処理技術であるアダプティブアレイアンテナを用いた符号分割多元接続無線
通信方式に関して行った研究の成果をまとめたものであり、主に以下のような研究成果をあげている o
(1)高速移動・高速伝送に適用可能な無線通信技術として、遅延プロファイルを用いるビームフォーミング法を新し
く考案している。
(2)マクロセル基地局用受信方式として、アダプティブアレイアンテナを用いる場合のダイバーシチ合成受信とビー
ムフォーミンクe受信の両方式について検討を行い、到来角度幅が狭く、またアンテナ素子問の相関が高いときに
は、ビームフォーミング受信がより効果的であることを明らかにしている。
(3)遅延プロファイルを用いたビームフォーミング方式の擬似受信信号生成部において測定した遅延プロファイルの
操作方法を変更するだけで実現できるマルチパス群一括受信ビームフォーミング法を考案し、これが Rake 受信
機の動作と協調した受信方式であることを明らかにしている o
(4)DS/CDMA 方式において高速・高電力端末を収容する技術として、アレイアンテナの自由度を高電力干渉波の
抑圧に用いることでシステム容量を増大し、かつ送信電力制御を効果的に用いることによって高速伝送端末を収
容する方式を考案し、その高い伝送効率を明らかにしている。
以上のように、本論文は、アダプティプアレイアンテナを用いた符号分割多元接続無線通信方式技術に関する多く
の知見を得ており、通信工学の発展に寄与するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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